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瓢

ひ
さ
ご

千せ
ん
は
る春
は
先
ほ
ど
立
ち
寄
っ
た
茶
店
の
あ
き

こ
嬢
の
面
影
を
思
い
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
少
々

歳
は
食
っ
て
い
る
が
美
人
で
も
な
く
可
愛
く
も

な
い
が
良
い
女お

ん
な性

で
あ
る
。
店
の
主お
や
じ人

は
ど
う

も
父
親
ら
し
い
。
奥
に
引
っ
込
ん
で
い
る
が
渋

い
声
で
注
文
を
受
け
て
い
る
。
大
川
の
渡
し
の

河
原
、
砂
地
に
合
羽
を
敷
い
て
振
分
荷
物
を
枕
に

三
度
笠
を
顔
に
被
せ
て
風
音
を
聞
き
な
が
ら
の

う
た
た
寝
で
あ
る
。
あ
き
こ
嬢
の
顔
の
輪
郭
が

段
々
は
っ
き
り
し
て
き
た
そ
の
時
、耳
横
で
大
声
、

「
先
生
起
き
て
お
客
様
よ
部
屋
を
空
け
て
」。
こ
こ

は
あ
ま
り
人
の
訪
れ
な
い
日
薬
連
盟
応
接
室
、
折

角
思
い
出
せ
そ
う
だ
っ
た
の
に
、
あ
の
色
気
も
愛

想
も
な
い
声
主
は
ど
っ
ち
だ
。
栄
美
か
万
知
か
、

ど
っ
ち
で
も
い
い
が
部
屋
を
明
け
渡
さ
な
い
と
い

け
な
い
の
は
確
か
だ
。
ど
う
せ
議
員
か
秘
書
だ

ろ
う
、
人
の
夢
路
の
じ
ゃ
ま
を
す
る
奴
は
ろ
く
な

奴
じ
ゃ
な
い
。
別
室
で
寝
ぼ
け
て
い
る
と
紳
士

が
一
人
入
室
。「
本
田
あ
き
子
の
父
親
で
す
。
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
云
っ
て
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
い
っ
た
が

中
々
い
い
親
父
だ
っ
た
。

　
４
、５
日
し
て
手
紙
を
頂
い
た
。
寝
ぼ
け
眼
で

挨
拶
し
た
だ
け
な
の
に
自
筆
の
丁
寧
な
長
文
で

あ
る
。
そ
の
中
に
何
と
、
本
人
は
北
九
州
市
立

大
学
卒
、
娘
は
北
九
州
の
代
々
木
ゼ
ミ
に
一
年
間

通
っ
て
い
た
と
ゐ
う
。（
公
）北
九
州
市
薬
剤
師
会

会
長
と
し
て
は
何
と
お
い
し
い
話
。
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ

井
之
頭
吾
郎
は「
早
く
云
っ
て
よ
」。
俺
流
は「
早

く
ゐ
え
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」。
政
令
指
定
都
市
薬
剤
師

会（
会
員
二
万
一
千
三
百
人
）代
表
と
し
て
は
娘
と

関
わ
り
の
あ
る
都
市
が
６
都
市
に
な
り
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
の
構
築
に
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。

今
後
は
包
み
隠
さ
ず
47
都
道
府
県
の
先
輩
後
輩
、

友
人
知
人
、
犬
猫
何
で
も
良
い
の
で
ど
ん
な
細
い

記
憶
の
糸
で
も
手
繰
り
寄
せ
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。

日本薬剤師連盟
副幹事長  小野 春夫

　
本
田
あ
き
こ
副
会
長
の
全
国
訪
問
の
旅
は
、

4
月
よ
り
熊
本
、
佐
賀
、
長
崎
、
鹿
児
島
と
続

け
ら
れ
、
そ
の
模
様
は
「
P
O
W
E
R
!
5
月

号
」
で
お
知
ら
せ
し
た
。
5
月
の
連
休
明
け
か

ら
は
、
大
分
、
福
岡
、
沖
縄
、
宮
崎
を
訪
問

し
、
県
薬
剤
師
連
盟
の
役
員
や
会
員
の
皆
さ
ん

と
意
見
交
換
等
を
行
い
、
九
州
地

区
訪
問
が
終
了
し
た
。
方
言
を
添

え
た
訪
問
活
動
の
様
子
を
、
写
真

と
と
も
に
お
伝
え
す
る
。

　
九
州
以
外
の
都
道
府
県
に
つ
い

て
は
、
薬
剤
師
連
盟
の
役
員
と
の
会
合
を
中
心

と
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
、
6
月
末
ま
で

に
、
東
京
都
、
埼
玉
県
、
山
口
県
、
岡
山
県
、

神
奈
川
県
、
北
海
道
、
長
野
県
、
富
山
県
、
新

潟
県
、
和
歌
山
県
、
三
重
県
を
訪
問
し
た
【
写

真
は
3
面
】
。

本
田
あ
き
こ
副
会
長
、

全
国
訪
問
の
旅

　5月15日、16日の二日間、支部長への挨拶、
薬局を訪問しての意見交換を行った。大分支部
と別府支部においては、会員の集会において
講演を行い、薬剤師や医薬分業に対する熱い
思いを語った。

　5月29日～6月1日、県内各地区の薬局、卸
事業所を訪問し意見交換を行い、5月31日夜
の県薬剤師連盟拡大会議では、挨拶を兼ねた
講演を行った。また、本田副会長の知人が理事
長を務める興南高校を訪問し、理事長と意見交
換を行った。

大分県

沖縄県

　5月22日～25日、福岡ブロック、北九州ブ
ロック、筑豊ブロック、筑後ブロックを訪問し、薬
剤師連盟の役員、支部長、薬局の会員らと意見
交換を行うとともに、研修会などの会合で挨拶
を行った。

　6月14日、15日及び21日、22日の2回に分
けて、宮崎県内を訪問した。薬局や卸の事業所
における意見交換のほか、本田あきこ君を囲む
会及び薬剤師フォーラムへの参加という活動を
行った。

　4月3日の熊本県からスタートした九州8県の訪
問活動は、6月22日宮崎県訪問で無事終了した。
　九州各県薬剤師会の会員の皆様のご協力に感
謝致したい。

福岡県

宮崎県

よだきがらずに、
がんばりよ！

ぐすぅーよー
ちばらなやーさい

みんな がんばるけんね！

どげんかせんといかん！

第二弾

九州キャラバン
終　了
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平
成
29
年
５
月
18
日
（
木
）
13
時
30
分
よ
り

四
ツ
谷
主
婦
会
館
に
於
い
て
標
記
会
議
と
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
山
本
日
本
薬
剤
師
連
盟
会
長

よ
り
挨
拶
さ
れ
、
次
に
薬
剤
師
国
会
議
員
の
挨

拶
の
予
定
で
あ
っ
た
が
議
会
な
ら
び
に
厚
労
部

会
等
が
開
催
さ
れ
て
お
り
出
席
が
困
難
で
あ
っ

た
た
め
議
員
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。
懇

親
会
の
途
中
に
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
員
が
来
ら

れ
挨
拶
を
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
岩
本
幹
事
長
が
日
本
薬
剤
師
連

盟
の
昨
年
か
ら
の
活
動
、
組
織
内
統
一
候
補

者
選
考
決
定
に
つ
い
て
報
告
し
、
本
人
で
あ

る
本
田
あ
き
子
副
会
長
が
決
意
表
明
の
挨
拶

を
し
た
。

　
続
い
て
石
井
副
会
長
が
直
近
の
政
治
活
動

に
つ
い
て
（
医
療
機
関
敷
地
内
薬
局
誘
致
・

ハ
ー
ボ
ニ
ー
配
合
剤
の
偽
造
品
流
通
・
保
険

薬
局
に
お
け
る
不
正
請
求
事
案
・
地
域
包
括

ケ
ア
・
平
成
30
年
度
予
算
・
税
制
改
正
要
望

項
目
等
）
報
告
し
、
安
東
副
会
長
が
機
関
紙

「
P
O
W
E
R
！
」
5
月
号
及
び
7
月
号
用

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
今
回
、
薬
剤
師
首
長
・
地
方
議
員
は
47
名
中

30
名
の
出
席
で
あ
り
、
岩
本
幹
事
長
よ
り
昨
年

度
の
同
意
見
交
換
会
以
降
に
選
挙
が
あ
り
当
選

を
果
た
し
た
首
長
・
地
方
議
員
を
紹
介
後
、
鹿

児
島
県
の
寳
来
良
治
県
会
議
員
か
ら
北
海
道
永

本
浩
子
網
走
市
会
議
員
ま
で
順
に
1
人
2
分
で

の
報
告
と
意
見
（
地
域
医
療
包
括
ケ
ア
・
地
域

医
療
構
想
・
医
療
費
削
減
・
学
薬
報
酬
・
薬
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
6
年
制
問
題
・
税
制
・

名
簿
等
）
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
。

　
第
2
部
と
し
て
山
本
会
長
の
挨
拶
・
岩
本
幹

事
長
乾
杯
で
懇
親
会
が
開
か
れ
各
都
道
府
県
連

盟
役
員
と
首
長
・
地
方
議
員
と
の
懇
談
で
盛
り

上
が
り
17
時
に
中
締
め
を
行
い
散
会
し
た
。

出席した
薬剤師首長・
地方議員 紹介

政治を目指したきっかけと、
その年齢をお教えください地方議員アンケート

60歳定年退職後、
地域医療の充実のため

自然豊かな夫の故郷へU
ターン。女性の声が届か
ない!?  51歳の決断

58歳の時、医療系の市議が必要 ! と地域の方々から強く推されて

34歳で市民と故郷を元気に
したくて市議2期県議3期市
長1期目です

50歳　地域で暮す人達
の為に仕事をするのは薬
剤師も政治家も同じ

46歳　地域や町のシステム
を変える為には、中に入る必
要があったから

中心街整備事業の推進の
ため地元有志から推されて 
48歳の時

党から推薦があり、一大決心をして臨みました。

48歳

40歳　弱者（障害・交通・生
活等）が、普通の生活ができ
るように

56歳の時、他の市との合併
の立場から町長選への立候
補を要請された

薬
剤
師
首
長・地
方
議
員
意
見
交
換
会

平
成
29
年
度

宮城県
大河原町長 

齋 清志千葉県
茂原市議会議員 

市原 健二愛知県
愛知県議会議員 

稲本 和仁和歌山県
高野町長 

平野 嘉也山口県
山口県議会議員 

渋谷 正

北海道
江別市長 

三好 昇山形県
大石田町長 

庄司 喜與太千葉県
市原市議会議員 

小沢 美佳愛知県
東海市議会議員 

井上 正人岡山県
総社市議会議員 

村木 理英福岡県
小郡市議会議員 

百瀬 光子

北海道
赤平市議会議員 

北市 勲山形県
山形市議会議員 

齊藤 栄治東京都
青梅市議会議員 

山本 佳昭三重県
多気町議会議員 

松浦 慶子広島県
府中町議会議員 

上原 貢佐賀県
唐津市長 

峰 達郎

栃木県
栃木県議会議員 

山口 恒夫岐阜県
海津市長 

松永 清彦大阪府
大阪市議会議員 

辻 淳子広島県
安芸高田市議会議員 

山根 温子熊本県
玉名市議会議員 

北本 将幸

北海道
網走市議会議員

永本 浩子群馬県
伊勢崎市議会議員 

森田 修岐阜県
岐阜県議会議員 

川上 哲也大阪府
茨木市議会議員 

河本 光宏広島県
熊野町議会議員 

山野 千佳子鹿児島県
鹿児島県議会議員 

寶來 良治

北海道
滝川市議会議員 

荒木 文一
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　「
本
田
あ
き
こ
」副
会
長
を
全
国
で
応
援
! !

　
G
W
明
け
の
5
月
11
日
（
木
）
、
平
成
29
年

度
第
1
回
全
国
会
長
・
幹
事
長
拡
大
会
議
が
四

ツ
谷
に
て
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、
山
本
会
長
よ

り
健
康
増
進
法
改
正
に
つ
い
て
受
動
喫
煙
防
止

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
関
係
な
く
薬
剤
師
と

し
て
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
強
く

推
進
し
て
い
き
た
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い

て
司
会
者
よ
り
議
長
と
し
て
佐
賀
県
薬
剤
師
連

盟
の
佛
坂
会
長
が
指
名
さ
れ
以
降
の
議
事
を
進

行
し
た
。
ま
ず
、
報
告
事
項
と
し
て
会
務
報

告
・
役
員
変
更
・
直
近
の
政
治
課
題
等
に
つ
い

て
各
副
会
長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。
質
疑
・

休
憩
の
後
、
「
本
田
あ
き
こ
」
副
会
長
よ
り
全

国
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
お
け
る
各
県
の
協
力
に
対
し

感
謝
の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

「
本
田
あ
き
こ
」
副
会
長
の
政
治
活
動
へ
の
支

援
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
都
道
府
県
に
お
け
る

後
援
会
の
設
立
・
都
道
府
県
訪
問
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。
最
後
の
質
疑
に
お
い

て
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
予
定
を
オ
ー
バ
ー
す

る
ほ
ど
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
「
本

田
あ
き
こ
」
副
会
長
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ

が
伺
わ
れ
た
。
が
ま
だ
せ
！
（
熊
本
方
言
で

「
が
ん
ば
れ
！
」
）

～
盛
り
上
が
る
全
国
会
長
・
幹
事
長
拡
大
会
議
！
～

４月８日　都薬連盟政経セミナー

東
京
都

4月16日　県薬連盟総会

埼
玉
県

4月22日　県薬連盟組織強化会議

山
口
県

5月14日　県薬連盟若手薬剤師フォーラム

岡
山
県

5月17日　県薬連盟支部長・地域連盟会長会議

神
奈
川
県

6月4日　県薬連盟総会

長
野
県

6月10日　県薬連盟総会

富
山
県

6月11日　県薬定時総会

新
潟
県

6月18日　県薬連盟定時評議員会

和
歌
山
県

6月25日　本田あきこさんと語る会

三
重
県

平成３０年度予算要望
●日本薬剤師会は来年度の政府予算に対する要望を下記の通り行った。

1．かかりつけ薬剤師・薬局機能の充実・強化　

２．地域包括ケアシステムにおける薬局・薬剤師の活用　

３．公平な診療報酬・調剤報酬の改定（医科１：調剤０．３）

４．重複投薬・多剤投与の適正化と高齢者のフレイル対策等への支援

５．薬剤師認証システムの基盤整備

６．危険ドラッグ対策等の充実強化と薬剤師の活用　

７．チーム医療推進における病院・診療所薬剤師の活用

８．薬学教育、生涯学習への支援

9．医療安全管理体制等の整備

１０．学校環境衛生活動への支援

１１．モバイルファーマシーの設置

１２．災害薬事コーディネーター（仮称）の養成

本田あきこ副会長の
全国訪問の旅

　６月６日（火）８時より、自民党・厚生労働部会（部会長：とかしき衆議院議
員）が開催され、骨太の方針の素案等について議論がなされました。
　出席した藤井議員は、骨太の方針の素案に記載されている、先発品の価
格と後発品の価格差を自己負担とする、いわゆる日本型参照価格につい
て、本制度はこれまで何度も提案され否決されているにもかかわらず、否
決理由を勘案することなく提案することはおかしい旨発言しました。
　６月９日に閣議決定された骨太の方針２０１７では当該部分は削除されて
いました。

骨太の方針２０１７が閣議決定される！

日
本
薬
剤
師
連
盟

各
委
員
会
活
動
写
真

企画実行委員会

組織強化委員会

広報委員会

第二弾
つづき



沈
黙
の
春

　

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
著
書
「
沈
黙

の
春
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
本
書
は
、

Ｄ
Ｄ
Ｔ
等
の
農
薬
に
よ
る
環
境
へ
の
悪
影

響
を
訴
え
る
作
品
で
す
。
私
は
田
舎
育
ち

で
す
の
で
、
子
供
の
頃
、
夏
の
夜
に
は
裏
庭

に
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
い
、
秋
に
は
稲
田
で
の

イ
ナ
ゴ
取
り
を
当
然
の
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
あ
る
年
か
ら
ホ
タ
ル
や
イ
ナ
ゴ

を
全
く
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。
沈
黙
の
春
を
読
み
、
そ
う
だ
っ
た
の
か

と
、
改
め
て
納
得
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

本
書
を
読
ん
だ
の
は
大
学
時
代
で
し
た

の
で
、
環
境
問
題
に
興
味
を
持
ち
、
行
政
の

道
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
は
植
物
に
関
す
る
サ
ー
ク
ル

に
入
っ
て
お
り
、
年
令
の
近
い
サ
ー
ク
ル
の

仲
間
と
夏
山
で
会
う
と
い
う
付
き
合
い
が

1
9
7
7
年
か
ら
40
年
近
く
続
い
て
い
ま

す
。
皆
、
高
山
植
物
が
好
き
で
、
そ
の
時
々

の
写
真
に
参
加
者
の
名
前
と
感
想
を
書
い

た
記
録
が
今
で
も
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
は
10
名
程
度
で
し
た
が
、
結
婚
し
、
子

供
が
生
ま
れ
、
会
社
の
友
人
も
参
加
し
た
り

し
、
最
高
人
数
は
43
名
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、2
0
0
9
年
に
は
ス
イ
ス

ま
で
足
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
岩
手

の
早
池
峰
山
で
10
名
程
度
が
一
年
ぶ
り
に

再
会
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

長
年
の
友
人
達
と
歩
き
な
が
ら
、
美
し
い

山
や
花
と
い
う
素
晴
ら
し
い
自
然
を
満
喫

す
る
喜
び
を
い
つ
ま
で
も
大
事
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
K
・
I
）

編集後記
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●
広
報
委
員

　
　

安
東　

哲
也
、石
井　

甲
一

　
　

小
野　

春
夫
、鳥
海　

良
寛

　
　

大
澤　

泰
輔
、大
原　
　

整

　
　

櫛
方　

絢
子
、近
藤
直
緒
美

　第193回通常国会は、予定通り6月18日に150日間にわたる会期を終えまし
た。年明けの1月20日に始まった今国会では、沖縄・北方問題特別委員会の委
員長として委員会運営にあたるとともに、厚生労働委員会及び決算委員会の委
員として審議に臨み、合わせて4度の質問機会を得ることもできました。
　最初は4月4日の厚生労働委員会の一般質疑でした。「ハーボニー配合錠」の
偽造品流通事案を受けての早急な再発防止対策、高額売上医薬品の例外的な
薬価引下げへの問題提起と医薬品産業の支援・育成施策、病院敷地内への薬局
誘致への厳正な対応などについて取り上げました。続く翌々日の同じ厚生労
働委員会は、昨年5月に法案提出され継続審議となっていた「臨床研究法案」が
審議に付され、本法案の適応対象などの詳細な内容を確認するとともに、その
迅速な施行と適正な運用を要請しました。
　4月24日の決算委員会では、薬剤師等の医療専門職の人員確保と働き方改革
など、高齢化社会に対応した医療提供体制整備の緊急性を訴えました。また、
会期終盤の6月1日の厚生労働得委員会は「医療法の一部改正案」の審議が行わ
れました。
　医療法の改正に関して、ゲノム医療の実用化には遺伝子検査の精度確保とと
もに、ゲノム医療に用いる検査機器や検査キットなどの製品開発、製品供給が
不可欠であること。医薬品に関連した医療安全には、薬剤師が安全管理に関与
することは極めて重要であり、特定機能病院、一般病院を問わず、薬剤師が中心
的な役割を果たすことを期待していること。などの答えを厚生労働省から引
き出しました。
　このように機会を捉えて、薬剤師・薬局の役割の重要性、医療提供体制の整備
や医療関連産業の育成の施策充実に努めてはいますが、やはり独りでは自ずと
限界もあります。次回の参議院選挙は2年先ですが、薬剤師国会議員が1人で
も多く誕生し、スクラムを組んで臨めればと思います。

薬剤師・薬学博士
自民党総務副会長・参議院議員

藤井もとゆき

Report
もとゆき 藤井もとゆき国会レポート

通常国会を終えて

鈴
木
洋
史（
す
ず
き
・ひ
ろ
し
）副
会
長

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
昭
和
59
年
東
京
大
学
薬
学
部
卒
業
。。

● 

同
学
部
勤
務
を
経
て
、
平
成
16
年
６
月
よ
り

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
薬
剤
部
教
授
・

部
長
。

● 

平
成
26
年
６
月
よ
り
副
会
長
。

日
本
薬
剤
師
会 

鈴
木
洋
史
副
会
長
を

お
訪
ね
し
ま
し
た

フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く

　「
フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く
」
の
日
本
薬
剤
師

会
副
会
長
シ
リ
ー
ズ
、
今
回
は
鈴
木
洋
史
副

会
長
で
す
。

フ
ァ
ー
マ
く
ん
：
以
下
、
フ
ァ
ー
マ
　
初
め

て
お
目
に
か
か
り
ま
す
。
日
本
薬
剤
師
連
盟

の
フ
ァ
ー
マ
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
、
鈴
木

副
会
長
の
人
と
な
り
を
読
者
の
皆
さ
ん
に
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ま
ず
、
担
当
さ
れ
る
主
な

業
務
と
意
気
込
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木
副
会
長
　
D
I
・
医
療
安
全
・
D
E
M
委

員
会
、
調
剤
業
務
委
員
会
、
医
薬
品
情
報
評

価
検
討
会
、
臨
床
・
疫
学
研
究
推
進
委
員
会
、

臨
床
・
疫
学
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
、
国
際
委

員
会
な
ど
の
ほ
か
、
学
術
大
会
も
担
当
し
て

い
ま
す
。
薬
剤
師
の
依
っ
て
立
つ
基
盤
を
し
っ

か
り
と
築
き
つ
つ
、
国
民
の
皆
様
か
ら
信
頼

さ
れ
る
職
業
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
先
生
の
故
郷
を
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。
ま
た
、
故
郷
の
自
慢
や
思
い
出

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

鈴
木
副
会
長
　
寅
さ
ん
の
葛
飾
柴
又
が
故
郷

で
す
。
江
戸
川
べ
り
の
、
の
ん
び
り
し
た
所
で

す
。
小
学
生
の
頃
に
、
男
は
つ
ら
い
よ
の
シ

リ
ー
ズ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
映
画
の
と
お
り
、

帝
釈
様
と
参
道
が
見
ど
こ
ろ
、
草
団
子
や
鰻
、

小
魚
の
佃
煮
あ
た
り
が
名
物
で
し
ょ
う
か
。

フ
ァ
ー
マ
　
先
生
の
大
学
生
活
は
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。
思
い
出
深
い
こ
と
な
ど

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
副
会
長
　
35
年
も
前
の
、
コ
ア
カ
リ
も

何
も
無
い
時
代
で
、
最
初
に
教
科
書
は
各
自
で

読
ん
で
お
く
よ
う
に
と
の
指
示
が
あ
り
ま
す
。

講
義
で
は
、
教
科
書
の
記
載
内
容
の
基
本
原
理

や
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
方
向
性
な
ど
、
先

生
方
の
科
学
観
や
哲
学
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、

大
変
感
動
し
ま
し
た
。
今
で
も
、
こ
の
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
が
教
育
の
本
質
と
思
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
先
生
の
ご
趣
味
と
人
生
に
お
け

る
モ
ッ
ト
ー
等
を
教
え
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

鈴
木
副
会
長
　
写
真
を
撮
る
こ
と
・
見
る
こ

と
。
若
い
頃
は
自
然
に
し
か
目
が
向
か
ず
、
上

高
地
や
北
ア
ル
プ
ス
に
出
か
け
て
い
ま
し
た

が
、
希
望
を
持
ち
続
け
た
民
衆
の
力
に
よ
っ
て

体
制
の
変
革
が
な
さ
れ
た
東
欧
革
命
と
、
背

景
に
あ
る
冷
戦
の
歴
史
な
ど
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
モ
ッ
ト
ー
は
、
高
い

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け
る
こ
と
。

フ
ァ
ー
マ
　
先
生
は
病
院
薬
剤
師
と
し
て
長

年
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
病

院
薬
剤
師
に
な
ら
れ
た
い
き
さ
つ
な
ど
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
副
会
長
　
直
接
的
に
は
学
内
の
人
事
異

動
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
薬
学
部

で
薬
物
動
態
研
究
を
進
め
て
き
た
中
で
、
人

の
役
に
立
つ
こ
と
を
や
り
た
い
と
い
う
気
持

ち
を
強
く
持
つ
よ
う
に
至
っ
た
こ
と
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
こ
れ
ま
で
の
大
学
病
院
で
の
お

仕
事
の
中
で
、
記
憶
に
残
る
こ
と
な
ど
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
副
会
長
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら

最
も
重
要
だ
っ
た
の
は
、
平
成
24
年
度
診
療

報
酬
改
定
で
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
が
認

め
ら
れ
て
、
当
院
で
も
20
名
の
薬
剤
師
が
増

員
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。
病
棟
配
置
に
よ
り
、

薬
剤
師
の
活
動
が
多
く
の
医
療
従
事
者
に
認

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
薬
剤
師
も
各

自
の
目
標
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
　
日
本
薬
剤
師
連
盟
に
対
す
る
印

象
等
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木
副
会
長
　
日
本
薬
剤
師
会
の
進
め
る
施

策
の
実
現
化
と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
け
て
、

会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
役
員
の
先

生
方
も
献
身
的
な
ま
で
に
ご
尽
力
さ
れ
、
皆
様

が
一
致
団
結
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
昨
今
の
薬

剤
師
の
発
展
も
、
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
活
動

が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
最
後
に
、
日
本
薬
剤
師
会
副
会

長
と
し
て
、
今
後
最
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
副
会
長
　
直
近
の
対
応
が
必
要
な
の
は

薬
薬
連
携
の
強
化
。
患
者
さ
ん
に
対
す
る
シ
ー

ム
レ
ス
な
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

が
ま
ず
は
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
中
長
期

的
な
視
野
に
立
ち
ま
す
と
、
こ
れ
か
ら
は
人
工

知
能
の
医
療
へ
の
導
入
な
ど
、
大
き
く
時
代
が

変
わ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

薬
に
つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は

人
工
知
能
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

薬
に
対
す
る
本
質
的
な
理
解
、
そ
し
て
今
ま

で
以
上
に
人
間
と
し
て
の
力
が
必
要
と
さ
れ

る
時
代
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
日
本
薬
剤
師
会

が
次
の
時
代
へ
の
里
程
標
を
築
く
上
で
の
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
本
日
は
、
貴
重
な
時
間
を
さ
い

て
い
た
だ
き
、
ま
た
丁
寧
な
ご
説
明
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
薬
剤
師
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。


